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哲 学 第 126 集 ��編 集 後 記��

今号は6本の論文を掲載することがで
きた� 哲学から 3本� 倫理学から 1本�
教育学から 2本である� いずれも査読を
経た投稿論文で� 主として博士課程の院
生と若手研究者のものだ� これ自体はも
ちろん喜ぶべきことである� しかし� 今
回� 専任教員の投稿がなかったことに対
しては若干複雑な思いでいる� �哲学�
の編集に携わる前はあまり意識したこと
はなかったが� この雑誌は元� �紀要�
ではなく� 文学部哲学系と人間関係学系
の諸専攻の教員が研究発表する場だった
からである� もちろん� 投稿は会員に広
く開放されているし� 院生は研究業績を

積まねば博士論文の提出や研究職への就
職が年�難しくなってきていることは理
解しているつもりである� また� 繰り返
すが� 若手の論文が多いこと自体は学会
の活性化という観点からもよいことだと
思う� しかし� 編集幹事としては� �哲
学� の元�の性格を忘れないことも重要
だと思う� 分野的にももう少しバランス
のよい内容に努力すべきだったとも思
う� 編集幹事として努力不足を痛感する
次第である� 来年度は� この反省をいか
して �哲学� の充実化を図っていきた
い�
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